
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
密度約０．９１の低密度ポリエチレン樹脂約７０重量％と密度約０．８８のエチレンーα
オレフィン共重合体エラストマー約３０重量％とをブレンドして造ったモノフィラメント
であることを特徴とする洗車ブラシ用毛材。
【請求項２】
密度約０．９２の直鎖状低密度ポリエチレン樹脂約７０重量％と密度約０．８８のエチレ
ンーαオレフィン架橋共重合体エラストマー約３０重量％とをブレンドして造ったモノフ
ィラメントであることを特徴とする洗車ブラシ用毛材。
【請求項３】
密度約０．９２１の低密度ポリエチレン樹脂約９０重量％と密度約０．９１０のスチレン
・エチレン・ブロック共重合体エラストマー約１０重量％とをブレンドして造ったモノフ
ィラメントであることを特徴とする洗車ブラシ用毛材。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、自動車のボデーの表面を清浄するための洗車ブラシ用毛材に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、洗車ブラシは、自動車のボデーの清浄効果を高めるため弾性率の高い毛材を使い、
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積極的にボデーに毛材の側面を接触させるようにしてきた。しかし弾性率の高い毛材では
、凹凸面の有る車のボデーに均一に接触させることができず、局部的に強く当たってしま
う。そのため、強くあたった部分では摩耗が生じ、ボデー表面の損傷につながる。一方毛
材が接触しない面では、清浄効果が期待できない。そこで、これを改良する手段の一つと
して毛材の太さを細くして弾性率を低くすることが考えられるが、使用している間にくせ
がつき毛材の形状安定性が悪くなり、毛材が被清浄面と均一、かつ密接な接触が出来なく
なり、清浄効果がなくなる。又毛材の先端部を細分化即ち先割れし自動車ボデーへの当た
りを和らげ、ボデーの損傷をなくす一方、清浄効果を高める工夫がなされているが、使用
している間に先割れが進行したり、又先割れした毛材自体の脱落が生じ毛材形状が崩れて
しまい清浄効果がなくなる。そのほか、太さの異なる毛材を混植したり、毛材の横断面形
状をプラス型、星型、Ｙ字型等の形状にしたり、毛材を発泡させたり、色々工夫されてい
るが、満足できるものが得られない実情にある。
　これらのことより、持続性をもってボデーを傷つけることなく、清浄効果をもたらすた
めには、毛材の基質が柔らかく、かつ持続性あるゴム的弾力性を持っていることであると
いえる。特に最近盛んに用いられる毛材は、合成毛材即ち熱可塑性結晶性高分子材料で、
基質が硬くこの基質を柔らかくすると、持続性あるゴム的弾力性が、低下する。即ちブラ
シ用毛材の要求機能は、相反するものであり、今のところ適切なものがない。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記の点に鑑み、自動車のボデーの表面を傷つけることなく優れた清浄効果が
あり、しかもこれが持続する洗車ブラシ用毛材を提供することを目的としている。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明の洗車ブラシ用毛材は、上記の目的を達成するため次の手段を採った。すなわち、
請求項１の発明では、密度約０．９１の低密度ポリエチレン樹脂約７０重量％と密度約０
．８８のエチレンーαオレフィン共重合体エラストマー約３０重量％とをブレンドして造
ったモノフィラメントであることを特徴としている。また、請求項２の発明では、密度約
０．９２の直鎖状低密度ポリエチレン樹脂約７０重量％と密度約０．８８のエチレンーα
オレフィン架橋共重合体エラストマー約３０重量％とをブレンドして造ったモノフィラメ
ントであることを特徴としている。そして、請求項３の発明では、密度約０．９２１の低
密度ポリエチレン樹脂約９０重量％と密度約０．９１０のスチレン・エチレン・ブロック
共重合体エラストマー約１０重量％とをブレンドして造ったモノフィラメントであること
を特徴としている。
　毛材への成型は、配合した樹脂を、押出し成型機にてモノフィラメント状に成型後、そ
れを延伸、熱処理し、先割れ加工等をへて成型される。毛材の横断面形状は、一般的には
円形のものでも良いが、三角形、四角形、五角形、八角形等のいわゆるマルチローバルと
言われるものであってもよいし、あるいは、Ｈ形、ノコギリ形、十字形、波状形、更には
三日月形等であっても構わない。
【０００５】
【実施例】
次に実施例によって、本発明を詳細に説明する。実施例に於ける毛材の強度・伸度・ヤン
グ率は、ＪＩＳ１０９５に準じておこなった。又毛材のゴム的弾力性の持続性を弾性保持
率（％）で、更に被清浄物への損傷度、形状の安定を次の試験方法で判断した。
▲１▼弾性保持率；
引っ張り荷重０、６ｋｇ／ｄ×１０００を３回繰り返し連続に行い、１回目の弾性回復量
と３回目の弾性回復量との比をもって算出。算出式は次の通り。
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尚、【図１】に各々弾性回復量を示す。
▲２▼被清浄物への損傷度
直径１０ｃｍ、長さ２０ｃｍのミニロール上に、先割加工をした毛材、長さ１０ｃｍを１
００本、毛材の先割部をミニロールのロール表面に対して外に向くよう均一に植毛し、ミ
ニロールブラシを作成した。当ミニロールブラシをポリメチルメタアクリレートを坂に１
ｋｇ荷重で押し付け、２００回転／１分にて５時間擦り、ポリメチメタアクリレート板面
の損傷度を調べた。そして次ぎの基準で判断した。
◎　；全く傷が発生しないもの。
○　；傷の痕跡が認められるものの、浅く少ない。
△　；傷跡がはっきり認められるもの。
×　；著しく鮮明な傷跡が無数発生したもの。
▲３▼毛材形状の安定性；
上記▲２▼被清浄物への損傷度測定後のミニブラシロールから、毛材１００本取り出し、
当測定をする前の毛材と比較した。比較は次ぎの２点でおこなった。又毛材の比較した箇
所を【図２】に示す。
イ）先割れの進行状況；【図２】で先割れ部ｌの測定。
ロ）先割れ部の脱落状況の観測；【図２】で細分化毛材脱落観測。
この比較結果から、次ぎの判断基準をもって毛材形状の安定性を判断した。
○　；先割れがほとんど進行しない。即ち▲２▼被清浄物への損傷度測定前のｌがそのま
ま維持され、且つ細分化毛材の脱落がほとんど見受けられない。
△　；先割れが進行するが、▲２▼被清浄物への損傷度測定前のｌの３倍程度の進行であ
り、又細分化毛材の脱落が若干あった。
×　；先割れが大幅に進行、又細分化毛材の脱落が顕著であった。
【０００６】
実施例１
密度０．９１０、メルトインデックス２．０の低密度ポリエチレン樹脂７０重量％と密度
０．８８０、メルトフローレート１．４のエチレン－αオレフィン共重合体エラストマー
３０重量％をタンブラー式ブレンダーでブレンドした。Ｌ／Ｄ＝２．４、圧縮比３．０、
スクリュー径５０ｍｍφのモノフィラメント用紡糸機にプラス形状したホールを１０ケ設
けた紡口を取り付け、当ブレンド品を樹脂温度２００度℃で押し出し、水冷後、９０℃の
熱湯の入った延伸槽に導き、４．６倍に延伸後、９０℃の熱湯中でセット、出来たモノフ
ィラメントを巻き取った。モノフィラメント太さは４０００ｄで、横断面形状は、プラス
断面であった。次ぎに、このモノフィラメントの強度、伸度、ヤング率並びに弾性保持率
を測定した。又このモノフィラメントを洗車用ブラシの毛材として先割れ加工し、被清浄
物への損傷度並びに毛材形状の安定性を調べた。一方、比較例として、低密度ポリエチレ
ンにて、太さ４０００ｄ，横断面形状がプラス断面なるモノフィラメントを用い、同様の
測定をおこなった。その結果を【表１】に示す。この【表１
　
　
　
　
　
】から明らかなように、本発明のブラシ用毛材は、比較例と比べて柔軟にて弾性保持率が
高く、被清浄物への損傷度並びに毛材形状の安定性に優れていることが判明した。又本発
明の毛材を自動車洗車機用ブラシに仕上げ、自動車洗車機に組み入れて、実際に２０００
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台の自動車洗車を行った。結果は、自動車ボデー表面にほとんど傷は見られず又清浄効果
も十分であった。
【０００７】
実施例２
密度０．９２０、メルトフローレート２．１の直鎖状低密度ポリエチレン樹脂７０重量％
と密度０．８８０、メルトフローレート４０のエチレン－αオレフィン架橋共重合体エラ
ストマー３０重量％をタンブラー式ブレンダーでブレンドした。Ｌ／Ｄ＝２．４、圧縮比
３．０、スクリュー径５０ｍｍφのモノフィラメント用紡糸機にプラス形状したホールを
１０ケ設けた紡口を取り付け、当ブレンド品を樹脂温度２００℃で押し出し水冷後、９０
℃の熱湯の入った延伸槽に導き、４．６倍に延伸後、９０℃の熱湯中でセット、出来たモ
ノフィラメントを巻き取った。モノフィラメント太さは４０００ｄで、横断面形状は、プ
ラス断面であった。次ぎに、このモノフィラメントの強度、伸度、ヤング率並びに弾性保
持率を測定した。又このモノフィラメントを洗車用ブラシの毛材として先割れ加工し、被
清浄物への損傷度並びに毛材形状の安定性を調べた。一方、比較例として、低密度ポリエ
チレンにて、太さ４０００ｄ．横断面形状がプラス断面なるモノフィラメントを用い、同
様の測定をおこなった。その結果を【表１】に示す。この【
　
　
　
　
　
表１】から明らかなように、本発明のブラシ用毛材は、比較例と比べて柔軟にて弾性保持
率が高く、被清浄物への損傷度並びに、毛材形状の安定性に優れていることが判明した。
又本発明の毛材を自動車洗車機用ブラシに仕上げ、自動車洗車機に組み入れて、実際に２
０００台の自動車洗車を行った。結果は、自動車ボデー表面にほとんど傷は見られず又清
浄効果も十分であった。
【０００８】
実施例３
密度０．９２１、メルトインデックス２．０の低密度ポリエチレンン樹脂９０重量％と、
密度０．９１０、メルトフローレート５．６のスチレン・エチレン・ブロック共重合体エ
ラストマー１０重量％をタンブラー式ブレンダーでブレンドした、Ｌ／Ｄ＝２．４、圧縮
比３０、スクリュー径５０ｍｍφのモノフィラメント用紡糸機にプラス形状したホールを
１０ケ設けた紡口を取り付け、当ブレンド品を樹脂温度２００℃で押し出し水冷後、９０
℃の熱湯の入った延伸槽に導き、４．６倍に延伸後、９０℃の熱湯中でセット、出来たモ
ノフィラメントを巻き取った。モノフィラメント太さは４０００ｄで、横断面形状は、プ
ラス断面であった。次ぎに、このモノフィラメントの強度、伸度、ヤング率並びに弾性保
持率を測定した。又このモノフィラメントを洗車用ブラシの毛材として先割れ加工し、被
清浄物への損傷度並びに毛材形状の安定性を調べた。一方、比較例として、低密度ポリエ
チレンにて、太さ４０００ｄ，横断面形状がプラス断面なるモノフィラメントを用い、同
様の測定をおこなった。その結果を【表１】に示す。この【
　
　
　
　
　
表１】から明らかなように、本発明のブラシ用毛材は、比較例と比べて柔軟にて弾性保持
率が高く、被清浄物への損傷度並びに、毛材形状の安定性に優れていることが判明した。
又本発明の毛材を自動車洗車機用ブラシに仕上自動車洗車機に組み入れて、実際に２００
０台の自動車洗車を行った。結果は、自動車ボデー表面にほとんど傷は見られず又洗浄性
も十分であった。
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【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０００９】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１～請求項３の発明の洗車ブラシ用毛材は、柔軟にて且つ弾
性保持率の高い基質をもっているので、へたる心配なく被清浄面に均一に接触し、被清浄
面を傷つける事なく良好な清浄性能を発揮する。特に、先割れ加工した毛材に於いて、先
割れ進行がほとんどなく、又先割部で細分化された毛材の脱落がほとんど見られない。極
めて、形状の安定性の優れた毛材である。
【００１０】
【図面の簡単な説明】
【図１】弾性保持率を算出するため、引っ張り荷重０．６ｋｇ／ｄ×１０００を３回繰り
返し、連続で行った強伸度曲線を示した図である。
【図２】毛材先割れ加工部を示した図である。
【符号の説明】
１　面積  Ａ１Ｂ１Ｃ１、繰り返し荷重１回目の毛材弾性回復量。
２　面積  Ａ３Ｂ３Ｃ３、繰り返し荷重３回目の毛材弾性回復量。
３　毛材。
４　毛材先割れ加工部。
５　細分化毛材。
６　先割れ部の長さ、実施例でｌと表示。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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